
京都市美術館（通称：京都市京セラ美術館） 
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中央ホール

神宮道

日本庭園

メインエントランス

天の中庭
（旧南中庭）

光の広間
（旧北中庭）

新館
東山キューブ展示室

東山キューブテラス
（屋上庭園）

ガラス・リボン

西玄関

北回廊陳列室

南回廊陳列室

改修後の全体を示すダイアグラム。
西側神宮道と東側日本庭園を貫通する動線をつくる。

現存する最古の公立美術館である京都市美術館は帝冠様式（日本趣味
の建築）を代表する建築で、1933 年に開館して以来、多くの来訪者
を魅了し、企画展、公募展を開催するなど文化的な中心地としての役
割を果たしてきた。
しかし築後８０年以上経って各所で老朽化が進行し、また、近年増加
著しい観光客や観覧者が求める開かれた都市空間、発券・案内スペー
ス、ロッカーやトイレといった基本的なサービス機能を十分に備えて
おらず、大型化し素材や展示方法も多様化した現代の美術作品に適し
た展示空間を提供できないでもいた。
このため、歴史的な美術館の姿を後世に残しながらも現代のニーズに
応える「保存と活用」をいかにすべきか、ということが喫緊の課題で
あった。

したがって設計の基本方針は、この「保存と活用」のために「可逆性
のある改修と現代のニーズに合った基本骨格をつくる」ということで
あった。可逆性とは、将来的な仕様の変更があった場合に容易にオリ
ジナルの復元・再改修が可能であることを指す。一方で建築と敷地周
辺にいま必要な新しい骨格なくしては現代のニーズに応えることが難
しい。これらのバランスを常に取りながら、現代にあるべき姿へ蘇ら
せることを目指した。
そこでまず、正面玄関に向かって西側正面広場を緩い勾配のスロープ
状に掘り下げ、かつて正面玄関地下にあった下足室（クローク）を新
たなエントランス（ガラス・リボン）とした。

変わっているのに変わらないことをつくるために
これによって帝冠様式のファサードを変えずに、必要な機能を付加する
ことが可能となった。そしてここから中央ホールへ階段であがり、東側
の日本庭園へ抜ける東西貫通動線をつくることを地域全体の人の流れを
いきいきとさせるための基本骨格とした。この他、現代美術展示室と収
蔵庫の増築、本館のバリアフリー化及び設備機械の更新、ふたつの中庭
の再生、アメニティ施設の新設、剥落しかけのタイル補修、屋根の葺き
替え、など全面的な修繕と改修を行った。

現代の美術館に寄せられる要請は創建当初の建築では応えきれないほど
実に多様だが、それらをすべて一気に解決するような方法はないため、
設計過程は日々積み重なっていく諸課題どうしを延々と調整していくこ
とになった。しかし京都市美術館は、各時代の要請に細かに応えながら
補修や継ぎ接ぎがされてもなお、当初の姿を保ってきたし、市民によっ
て永く使い続けられてきた、ということがとりもなおさず京都市美術館
を保存してきたとも言える。そして建築は本来、使い続けていくことで
多重露光された像が幾重にも折り重なり、豊かな襞がつくられていくも
ののはずだ。そうやって歴史が重層し太くなっていくことこそ、京都市
美術館がこれまで育んできた文化的主題であり、可能性であったはずで
ある。

このようにして現代に生きる空間として整備しなおそうとする試みは、
今後、ますます重要なこととなっていくと思われる。今回の京都市美術
館の大規模な改修は、その点で大きな意義を持っているはずである。



歴史の積層を感じさせるガラス・リボンとスロープ状の広場（西側　神宮道）

ガラス・リボンは、強い正⾯性をもつファサードの下に滑り
込ませるようにしてできた新しいエントランスである。
わたしたちは、京都市美術館の正⾯ファサードこそが永く市
⺠に愛され、美術館を強く印象づけてきたものだと考え、必
要な諸機能やスペースを⻄正⾯⽞関が隠れるように⾜したり
壊して拡張するのではない⽅法を模索した。
そこで創建当初は下足室として使われていた⻄地下倉庫をメ
インエントランスロビーに転⽤し、⻄広場を地下 1 階まです
り鉢状に掘り下げたアプローチをつくるというアイデアに⾏
き着いた。そのために地下のエントランスロビーへ⾃然と⼈々
を導く緩い勾配のスロープと、⻄正⾯⽞関やファサードを眺
めながら座ることができる階段からなる広場を設けた。
この広場は、美術館へのアクセスをスムースにし、かつ美術
館に向き合いながらゆったりとした時間を過ごすための空間
となる。スロープの広場とガラス・リボンは、本館への物理
的介⼊を最⼩限にとどめながらも、美術館に必要な機能を付
加することと、神宮道を軸とした岡崎地域の公共空間をより
豊かにすることを同時に解決する。
こうしてできた現代の新しい層は、京都がこれまで重ねてき
た歴史の重層性を表すこととなった。 神宮道から階段ベンチに腰掛けて本館をとガラス・リボンを眺める。

本館の下にガラス・リボン。スロープは 3m のレベル差を緩やかに下る。

エントランス前から階段ベンチ、神宮道を⾒る。

スロープ状の広場でのイベントの様子。
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ガラス・リボンのカーテンは日射を防ぎながら発行するように煌めき、縦縞の影を落とす。三層の生地の内、真ん中は縦糸のみで構成されているため、斑な縦縞が見える。photo©DAICI ANO



東西断面図（S=1/400）

B C

D E F
A

増築・改変箇所
既存補修・復原箇所

京都市動物園→↑平安神宮

新たな東西軸 A B C

D E F

広場を掘り下げることで現れた本館地
下の新しい地層をメインエントランス
であるガラス・リボンとした。ガラス・
リボンを⼊って奥に進み、発券・案内
カウンターを通り階段を登ってそのま
ま中央ホールを突き抜けると、東側の
⽇本庭園を臨む東エントランスロビー
に出る。
東エントランスロビーは、これまで管
理上閉め切らざるをえなかった東⽞関
を、ガラス張りのロビーで室内化して
常時開放できるようにしたもので、現
代美術展⽰室への動線と⽇本庭園、京
都市動物園、東⼭を館内から眺める新
たな視点場をつくる。
今回の再整備⼯事では⽇本庭園には⼿
を加えていないが、ロビーの配置と眺
めによって、⽇本庭園をいきいきとし
た美しい姿に蘇らせることができた。
この貫通動線は、岡崎地域全体の広が
りを美術館内部に取り込み、館内の鑑
賞経験をより豊かなものにすることが
できる。

日本庭園から本館と新館を見る。閉め切られていた既存扉を常開にした東玄関から日本庭園を見る。中央ホールから東を見る。2 階バルコニーは新設。

B1 メインエントランスロビー。既存タイルは再利用。カフェからスロープ状の広場を見る。北側からスロープ状の広場を見る。
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日本庭園から本館（左）と新館（右）を見る。 本館の煉瓦タイル（左）と新館の GRC（右）

⽇本庭園に開かれた新館のロビー。中央ホールを直進し、東玄関を出て見える風景。 動物園側に開かれた新館のロビー。右は屋上庭園へ上る、開館時間中は開放されている階段。
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日本庭園の散策路は新館の軒下、展示室ロビーに沿って京都市動物園側へつながる。photo©DAICI ANO photo©DAICI ANO



京都市美術館

京都市動物園

岡崎通

神宮道

二条通

琵琶湖疏水

京都府立図書館

京都国立近代美術館

みやこめっせ

ロームシアター京都

平安神宮

岡崎公園

大鳥居

東立面図 (S=1/1200)

広域図拡大 (S=1/5000)

平安神宮 松の参道・岡崎公園 京都市美術館 琵琶湖疏水大鳥居

N

京都岡崎の文化的景観のなかの美術館
1895 年内国勧業博覧会の開催以降、京都の祝祭・文教ゾーンとなった岡崎に位置し、
周辺には平安神宮、動物園、劇場、勧業館、野球場、公園がある。
第二次大戦後、進駐軍の厚生施設として接収され、1952 年に接収が解除され再開後、
美術団体の全国巡回展をはじめ、「ツタンカーメン展」や「ミロのビーナス展」など、
歴史的な海外展が開催されてきた。同時に京都の芸術大学の卒業制作展の会場としても
使われ、多くの芸術家にもゆかりがあることも特徴である。
2015 年に京都岡崎地域は、文化財保護法により新しく位置づけられた国の重要文化的景
観に選定され、2020 年に本館は登録有形文化財に指定された。
京都市美術館は魅力的なオープンスペースを形成して市民の憩いの場としての役割を果
たし続けている。

スロープ状の広場でのイベントの様子。

北西の交差点からスロープの広場へ自然にアプローチする。

琵琶湖疏水沿いの桜並木。緑地帯とベンチを整備した。屋上庭園から日本庭園を見る。

二条通沿いに東山を見る。北側歩道を敷地内に拡幅した。

屋上庭園から東山の連なりと知恩院方向を見る。

本館

東山キューブ
（新館）

東山キューブ（新館）の軒下から京都市動物園を見る。
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【沿革】
■岡崎

11~12C
12~15C

1890（M23）

1895（M28)

■京都市美術館
1933（ S8 ）  
1946（S21）
1952（S27）

1955（S30）
1957（S32）
1971（S46）

2015（H27）

■再整備事業
2014（H26）
2015（H27）

2017（H29）

2018（H30）
2019（R 1 ）
2020（R 2 ）

京都市美術館（ネーミングライツによる通称：京都市京セラ美術館）
【概要】

用途：
敷地所在：
敷地面積：
地域地区：

延床面積：

階数：
最高高：

軒高：
構造：

基本設計期間：
実施設計、
工事期間：

平安時代後期、白河上皇の院政の中枢部となり六勝寺などの巨大寺院群が出現し、繁栄する
権力や地震被害により衰退していった六勝寺は、室町時代後期応仁の乱により大半が消滅する
東京遷都により衰退した京都の復興を目指した大プロジェクト、琵琶湖疏水開通。以降、日本
初の水力発電や市電など、岡崎の地が近代化の礎に
第四回内国勧業博覧会、遷都千百年記念祭を開催。以降、岡崎の地は祝祭のパブリックスペー
スに

財界 , 美術界 , 市民の寄付により帝冠様式の「大礼記念京都美術館」として開館（設計：前田健二郎）
戦後には駐留軍が本館を含めた敷地全体を接収。大陳列室はバスケットボールのコートに
6 年におよぶ接収解除、「京都市美術館」と改称し新たなスタートを切る。
京都画壇 10 作家の代表作による「開館記念京都名作展」を開催
海外展の先駆けとして「ルーヴル国立美術館所蔵フランス美術展」巡回
京都の若い美術家による「京都アンデパンダン展」が京都市主催に（1991 年まで毎年開催）
収蔵棟を新設（設計：川崎清）

「PARASOPHIA: 京都国際現代芸術祭 2015」開催

開館 80 周年を機に「京都市美術館将来構想」策定
「京都市美術館再整備基本計画」策定
公募型プロポーザルにより基本設計者を選出
再整備工事・実施設計契約締結
通称を「京都市京セラ美術館」とする 50 年間のネーミングライツ契約を京セラ（株）と締結
同年、改修・増築工事のため一時閉館。
1 月工事着工
10 月末竣工
3 月 21 日リニューアルオープン

美術館
京都市左京区岡崎円勝寺 124
25,383m2
第二種住居地域 / 都市計画区域内
市街化区域 / 建築基準法 22 条区
域 / 岡崎文化・交流地区地区計画
E 地区 / 岡崎文化芸術・交流拠点
地区 / 風致地区第 5 種地域 / 岡崎
公園地区特別修景地域 E 地区 / 既
成都市区域 / 屋外広告物禁止区域
/ 近景デザイン保全区域 / 遠景デ
ザイン保全区域 /15m 第 2 種高度
地区

既存改修　　 　9,334 ㎡
増築部　　　 　9,403 ㎡
既存事務所棟　　757 ㎡　
合計　　　　   19,494 ㎡
地下 1 階、地上 2 階
22,230mm
17,620mm
RC 造、鉄骨造、一部 SRC 造

2015.09 月 ~ 2016.03 月

2017.02 月 ~ 2019.10 月

　　下足室（改修前）

　　広場 ( 改修前 ) 　　西玄関 (改修前 )

1946~1952_ 駐留軍による接収時代

1971_ 収蔵庫棟新設時の配置図1933_ 開館時の配置図

　　下足室 ( 工事中 )1933 頃 _ 建設中

1933_「大礼記念京都美術館」として開館

　　南地下室の接収時代の名残り

　　西玄関 ( 工事中 )

1933 頃 _ 建設中

A

BA

D

F

E

C

C

B

D FE

B1F(S=1/1000)

N

増築・改変箇所
既存補修・復原箇所

関係図

株式会社青木淳建築計画事務所（2020.08 より AS に改組）
青木 淳
株式会社西澤徹夫建築事務所
西澤 徹夫

金箱構造設計事務所（構造）
森村設計（設備）
永田音響（音響）
安東陽子デザイン（カーテン）
セミトランスペアレントデザイン（サイン）

コンステック、ブロス（構造）
東洋熱工業（機械）
中電工（電気）
晴雨ランドスケープ（ランドスケープ）
AZU 設計工房（照明アドバイザー）

東洋熱工業（機械）
中電工（電気）

■基本設計、実施設計監修、工事監修
　青木淳・西澤徹夫設計共同体

■実施設計
　株式会社松村組
　株式会社昭和設計

■施工
　株式会社松村組



中央ホール神宮道

←京都国立
　近代美術館

←みやこめっせ
　ロームシアター京都 京都市動物園→

東エントランスロビー

東山キューブ展示室

日本庭園

琵琶湖疏水

天の中庭

南回廊1階陳列室

光の広間
（旧北中庭、屋内）

北回廊1階陳列室

北西エントランス

（旧南中庭、屋外）

　　陳列室 ( 工事中 ) 　　2 階西広間（改修前）

　　南中庭（改修前 ) 　　貴賓室（創建当初）　　貴賓室トイレ（工事中） 　　銅板屋根（改修前）

　　大陳列室 ( 駐留軍接収時代 )

　　収蔵庫棟（改修前）

　　大陳列室 ( 工事中 ) 　　2 階陳列室（創建当初）

　　東玄関 ( 改修前 )
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　　2 階陳列室（創建当初）

増築・改変箇所
既存補修・復原箇所



南北断面図 (S=1/1000)

G H
琵琶湖疏水 二条通

中央ホール

光の広間
（旧北中庭）

天の中庭
（旧南中庭）

北回廊陳列室南回廊陳列室

ふたつある南北の中庭は、これまで空調機械で埋め尽くされ
て⼀般に市⺠の⽬に触れることはなかった。
これは創建時には⼗分ではなかった空調システムが現代の展
⽰環境では必須であるために、後年設置されたものである。
そこで空調機械を新館地下機械室に移動させて中庭を開放し、
新たに再⽣することとした。
北中庭はガラス屋根を架けて室内化した上で陳列室から直接
出⼊りができるようにし、企画展のレセプションやレクチャー
スペースに活⽤できる光の中庭として蘇らせた。
2 階に設けたバルコニーは、上階からの鑑賞やイベント時の
バックスペースとしても利⽤できる。

⾬樋は旧⾬樋と同じく銅で再制作、床は太陽光をよく反射す
るようホワイトオーク仕上げとした。
南中庭は、コンクリート平板を敷き詰めて屋外彫刻を展⽰で
きるようにし、天の中庭とした。
このように、可能な限り⼿数を増やさずに新鮮な空間を獲得
することを⽬指した。
こうして、前⽥健⼆郎が設計した中庭は当初の想定を超えて、
新しい京都市美術館にふさわしいものとなる。

中庭の再⽣

光の広間（旧北中庭）のガラス屋根とバルコニー。既存躯体との間に expj をとっている。

同左。空調機器の撤去後。陳列室用の空調機器で埋め尽くされていた南中庭。

天の中庭（旧南中庭）。出入りのための風除室は既存躯体との間に expj をとっている。

H

東西断面図 (S=1/1000)

中央ホール

新館

日本庭園

メインエントランス

貴賓室

神宮道

G
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中央ホール（旧大陳列室）のバルコニーや、光の広間（旧北中庭）のバルコニー
とガラス屋根などの特徴的な⼤規模構造物、あるいは収蔵庫や東山キューブ展⽰
室、東エントランスロビーなどの増築部分は、新しいニーズに応えて⼤きく改変
した部分であるが、同時に将来的な再改修や機能の⾒直しがありえる。
したがってこれらはエキスパンションジョイントを設けることで本館と切り離し、
復原や再改修が可能な可逆性のあるものとなっている。
⼀⽅で、ガラス・リボンと接続するメインエントランスロビー（旧下足室）のコ
ンクリート壁や、陳列室から光の広間へ抜ける壁の⼀部は、オリジナル部分を⼤
胆に撤去するなど、機能拡充に必要な操作は都度⾏った。
同じように、2 階⻄広間から中央ホールバルコニーへの開⼝部は、既存窓の上部
窓飾りを残したまま腰壁部分を撤去し、⽯材は開⼝枠に再利⽤している。

このほか、窓まわり再塗装や床タイルの樹脂充填補修や屋根の葺き替え、トイレ
や⼿すり、点字ブロックなどのバリアフリーを含む現⾏法規対応、既存照明灯具
は修復して光源を LED 化するなど、⼩さなこともひとつひとつ必要に応じて補修・
補強を⾏った。

可逆性のある改修と⼤胆な改修、ひとつひとつ向き合うこと

可逆性のある改修。
中央ホールのバルコニーは既存躯体と構造的に分離している。

可逆性のある改修。
東玄関の床レベルを上げたが置床を外して開閉することで既存扉は現地保存。

可逆性のある改修。
光の広間のガラス屋根とバルコニーは既存躯体と構造的に分離している。

大胆な改修。
エントランスになる旧下足室のコンクリート壁を撤去した様子。

大胆な改修。
2 階バルコニーにつながる西広間の開口部（改修前）

大胆な改修。
左同（改修後）
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仮設的な掲示板やチケットブースを取り除き、創建当初の様子を残す西広間中央ホールのバルコニーへ続く開口部。腰高の窓の下部を撤去した。photo©DAICI ANO photo©DAICI ANO



【既存】引き戸【既存】側面パネル
【既存】三方枠【既存】三方枠

三方枠 三方枠

防火戸

側面パネル

側面パネル＋点検口
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陳列室では、空調ダクトのためのスペースを妻側（展⽰室の短⼿）
壁⾯を内側にふかして確保し、⻑⼿壁⾯では外壁窓に鉄板で塞いだ
耐震補強を⾏った。
また、各陳列室の開⼝部では、オリジナルの⽊製引き⼾は残置した
まま新たに防⽕扉・消⽕設備を設置し、これらは⽊製引き⼾に合わ
せた練り付けパネルで隠した上で、ドア枠を復原した。
このように、厳しい温湿度環境の確保や必要な防⽕上の対応もしな
がら、陳列室の⼱⽊や枠、⾊、素材、形状などを継承することで、
旧来の陳列室のイメージを損なわないような改修を⼼がけた。

陳列室　木製建具と巾木の改修

真鍮の沓摺の範囲が現地保存した木製枠と引き戸。

南北回廊 2 階。既存のフローリングを研磨して仕上げた。 南北回廊 1 階。仕上げ厚の範囲内で耐震補強を行った。

同左 建具側面　立面図（S=1/30）

同上（改修後）特徴的な梁型が見えるように改修した。

南回廊 1 階陳列室（改修後）巾木も色、素材、形状を継承している。

北回廊 1 階陳列室（改修前）
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天井高さ 5m の展示室。最外周以外は全て仮設壁で構成される。天井内から自由な位置に電源が取れるため、床に設備が現れない。

現代美術に適した天井・仮設壁システムをもつ新館展示室
現代美術の展示は大型化・多様化が進み、展示空間に求められる性能が何であるか、類似施
設や美術関係者へのヒアリングを繰り返しながら設計を行った。
その結果、この展示室では天井を高機能化することで、そのシステムを感じさせないながら
様々な壁位置・照明位置に対応するシステムを実現した。
天井ルーバーの上部に電設資材を転用した吊元を設け、これを基に自由な座標に仮設壁と照
明を設置できるようになっている。
仮設壁は上部を吊り、足元の仮固定と壁同士の連結で安定し、一般的なものよりもはるかに
薄い 118mm の設計となった。展示会場構成では作品に応じた空間を展示のたびに設計・設
営するのが一般的だが、繰り返しの使用と修理が容易で、かつ軽量化されているため作業効
率が高い。また薄いことで使用しない場合の収納効率も高い。
照明については、天井に LAN 設備・電源コンセント・配線ルート・高荷重の吊構造が確保され、
自由に作品を吊り、ルーバーの隙間から最適な位置にプロジェクターや照明の設置が可能と
なっている。目視できるコンセント電源番号と照明操作のタブレット管理により、高い天井
でも設営後にフレキシブルに調整が可能な運用を検証しながら設計を行った。

ルーバーの上部に直交する吊元から仮設壁や照明が吊られる。

天井の設備を示す図
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保存・活用・改修の履歴を記録する
創建当初の照明器具や銅屋根などの各種建築部材、大型の独立展示ケース、進
駐軍接収時代のサインが施された扉など、本館にはこれまでの歴史の痕跡が多
く残されていた。。今回の再整備では現地保存や撤去後の部材保存、再活用、図
面化など、それぞれに適した記録を残した。
銅屋根については建築基準法への適合のため、外観意匠を踏襲した上で全面乾
式工法で葺き替えた。部分的に創建当初の工法を部材保存し、今後展示に供す
るなど、歴史に触れられるように準備を行っている。
創建当初の和洋を巧みに折衷した照明器具 18 種、93 台については内部意匠を
継承するため、取り外して修理を施した上で、原則として当初の位置で活用す
ることとした。
修理に際しては、塗装の剥げた部分には塗装を施し、破損した金属部分は復原
的に修繕した。健全なガラス部分は再利用し、割れた部分のみ同仕様で新調した。
天井からの吊元部分は、地震などの揺れに耐えるように設計し、補強した。
各照明器具の実測を行い、修復時の記録写真とともに報告書にまとめている。

銅屋根を解体し、地上で再度組み立てて部材保存した。

西広間の照明（改修後）

破損していない部分は再利用し、光源を LED 化する作業。

創建時からある案内板も図面化を行い、重文指定を目指している。

創建時から使用されている独立展示ケース。

地下室から保存した接収時代の靴磨きの看板扉。

歴史が重層する展示壁。陳列室の壁解体時。当初は杉板に和紙貼りの展示壁面であったことが窺える。
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